
 

全校「スクリーニング」を実施 

 １１月９日（火）、専門家による全校「スクリーニング」を実施。早め早めの対

応で、生徒の健全発達を支援していきたい。    

 裏面の「お知らせ」にも示したとおり、
市教育委員会の実施する事業の一環
として「特別支援教育の推進」がありま
す。 
 特に、通常学級において支援を必要
としている児童生徒を把握し、早期に
効果的な指導を行うため、軽度発達障
がいに関する調査を、今年度も市内全

小・中学校ですすめることになりました。この調査を｢スクリーニング｣と
いいます。今年は 7月に 1回めを実施し、今回が２回めとなります。 
 
  全国的な調査によると、通常、全児童生徒の６％程度が軽度の発達
障がいの傾向を持つと言われています。専門
家によれば、どの人でもその傾向を持っている
との指摘もあり、強く出ているか弱く出ている
かという違いだけだという所見もあります。 
 ただ、心配なこともあります。それは「軽度発
達障がい」の傾向があることに気づかないで
いて、人と話すのが極端に苦手なためにトラブ
ルを起こしがちだったり、先生の話がよく聞き
取れないためになかなか学力がつかなかった
り、さらには、小さなことにこだわってケンカにな
ったりする場合などがあるということです。 

「軽度な発達障がい｣は、早め早めの対応により飛躍的に改善したり、
成長すると何でもないこともあります。しかし、見過ごされたり、周囲の理
解がないために、本人が人知れず苦しんでいる場合が往々にしてある
のです。このためにスクリーニングを行い、小・中学校段階で「軽度発達
障がい」を早期に発見し、その子に応じた支援をしていこうとするもので
す。 
 
 今回も前回に引き続き、山形大学教授の三浦光哉（みうらこうや）先
生をお招きしました。県下のみならず県外の多くの市町村でスクリーニ
ングを実際に進められ、実績をあげていらっしゃる先生です。 
 
 ９日（火）の４、５校時、全教室に出向き、掲示物や生徒の学習のようす
を見ていただきました。 
 今後、必要に応じてご家庭とも相談し、生徒が、今後もよりよく生活で
きるよう対応していく予定です。 

 

 

全校生で一斉に「花抜き作業」実施！ 

 春から秋まで楽しませてくれた、スマイル・ピースロードの花々。また来年

新たな花を植えるために、８日（月）全校生で花壇の整備作業を行いました。 

 ６日（土）には、１・３年生のおうち

の方を中心に、環境整備早朝作業

をしていただき、学習環境を整え

ていただきました。 

 学校周辺に

は白鳥が毎日

飛来し、いよい

よ冬本番に向

けた準備が整

ってきました。 
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